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は し が き

本研究は､地域レベルのガバナンスを開放的な体系と規定しグローバル化及び国際的な

地域統合との相互作用の文脈において理論的に把握することを試みるものである｡沖縄の

事例を中心に国際比較研究を通じて一定のモデル構築を目指すとした0

まず､グローバル化とは何か､地域､特に沖縄-の影響という視点からグローバリゼー

ションの中身を検討し､操作可能性を高めるための概念的な整理を行った｡グローバル化

が沖縄の地域経済社会に及ぶ影響の把握 (地域が歴史的 ･文化的に形成している価値-ロ

ーカル ･スタンダー ドの変化､社会経済活動-の影響､NPOをはじめとする市民社会から

の問題解決主体の登場など)｡地域政府による反応的政策形成およびレジーム革新の動向

(日米安全保障体制の変容が憲法システム及び中央地方関係に及ぼす影響､地方政府によ

る脱軍事的政策の追求､独自課税制度や環境基準設定､新たな自治 ･協働システム形成の

試みなど)を分析検討した｡

2年目にはグローバル化と地域経済社会および地域政府との相互関係に焦点を当てたケ

ース ･スタディを行った｡諸外国の地域政府 (島喚政府)､あるいは島喚国家との研究に比

重をおいた｡グローバリゼーションの進む近年､島喚地域のガバナンスがいかなる変容を

引き起こしているかについて､それぞれの国を専門とする多くの研究者を招聴 し､研究会

を重ねた｡上半期には､ ドイツの連邦制の変容､カナダ連邦制の変容､太平洋等諸国家及

び島喚地域の独立と自治､マルタ共和国の政治的自律と経済的自立､英国､イタリア及び

フランスのリージョナリズムの変容等について研究会を行い､04年 12月には､英国 (シ

ェフイール ド大学)､台湾 (成功大学)､韓国済州島 (済州大学)､オース トラリアタスマニ

ア島 (タスマニア大学)から､それぞれこの研究分野の第一人者をお招きして､国際的な

ワークショップ (英語)とシンポジウム (日本語)を行った｡

3年目の本年は､特に国内の政治及び自治の変容をテーマとして､北海道大学教授の山

口二郎氏と､佐賀県知事の古川康氏をお招きし､シンポジウム ｢ガバナンス変容の中の沖

縄-グローバル化と自治の新たな関係-｣を設定した｡

そもそも本研究は､北海道大学の山口二郎教授から研究のご示唆を受けことがきっかけ

であり､沖縄におけるガバナンス変容の要因分析及び将来的な変革の方向性についての研

究を目指して二年半前から研究活動を開始した｡今回は､その最終シンポジウムとして､

まず､山口二郎氏に､ガバナンス変容に関する一般的な理論についてご報告をいただき､

また沖縄における特徴とその意義について報告して頂いた｡

多くの先進国では福祉国家の見直しが進んでいる｡それと同時に国を超える経済的な相

互依存は､ますます進展し､自治体や地域も､直接この国際的な経済の荒波にさらされる

ようになってきた｡その中で地域の人々の暮らしを守り､社会を再生し､民主的でかつ効

率的な自治体の運営や仕組みを実現することがどうしても必要になる｡山口二郎氏らの提



唱する ｢ソーシャル ･ガバナンス｣は､このような問題意識に支えられている｡

さらにガバナンス改革の一つの具体的なモデルとして､極めて示唆に富む取り組みを行

っている佐賀県の古川康知事より報告をいただいた｡ローカル ･マニフェス トに基づく選

挙と､当選直後から開始したマニフェス トサイクルに基づく自治体経営改革の良き例と言

える｡予算と人員の大幅な削減が不可避の時代､職員の志気をあげっっさらに高いパフォ

ーマンスを維持さらに向上させていくには､どのような経営改革が必要なのか｡最も成功

しつつある事例として全国でも高い評価を受けている古川知事の実践報告は､三位一体の

改革のもと､極端な財政悪化に苦闘する自治体にとって処方等の提示となるであろう｡

シンポジウムの会議録は､本報告書に納められている｡本研究では､国内外から非常に

多くの研究者及び実務家の方にご協力を頂いた｡快く報告をお引き受けし､ご協力下さっ

た多くの先生方に深く感謝申し上げたい｡
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